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９
月
定
例
県
議
会
が
９
月
29
日
か
ら
10
月
27
日
ま
で
開
か
れ
、
斉
藤

県
議
が
一
般
質
問
に
立
つ
と
と
も
に
、
３
人
の
日
本
共
産
党
県
議
団
が
県

民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
切
実
な
要
求
の
実
現
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
し
た
。 

 

切
実
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
被
災

者
の
医
療
費
免
除
の
継
続
に
つ
い
て

達
増
知
事
は
「
被
災
者
の
適
切
な
医
療

の
確
保
は
重
要
。
支
援
の
あ
り
方
に
つ

い
て
引
き
続
き
市
町
村
と
調
整
を
図

っ
て
い
く
」
と
答
弁
。
被
災
者
に
お
け 

 
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
期
を
前

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
と
の
同
時
検
査
を
身

近
な
か
か
り
つ
け
医
な
ど
で
実
施
で
き

る
体
制
の
整
備
を
求
め
ま
し
た
。
県
は
、

県
医
師
会
と
協
力
し
て
２
０
０
を
超
え

る
診
療
機
関
で
同
時
検
査
体
制
を
整
備

す
る
と
し
て
い
ま
す
。 

 

医
療
機
関
の
減
収
問
題
で
は
、
県
立

病
院
は
８
月
末
ま
で
に
前
年
同
月
比
約

18
億
３
千
万
円
の
減
収
と
な
っ
て
お

り
、
達
増
知
事
は
「
知
事
会
の
緊
急
提

言
等
で
全
て
の
医
療
機
関
へ
の
財
政
支

援
を
求
め
て
い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

保
健
所
体
制
の
抜
本
的
強
化
で
は
、
超

過
勤
務
が
前
年
比
で
約
３
割
増
加
し
て

お 

お
り
、達
増
知
事
は「
退
職
保
健
師
12
人

を
配
置
し
、
来
年
度
の
保
健
師
採
用
人
数

の
拡
充
に
取
り
組
む
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
事
業
者
へ
の
影

響
調
査(

９
月
分)

で
は
「
41
％
以
上
の

売
り
上
げ
減
少
」
が
全
体
の
28
％
で
す

が
、
業
種
別
で
は
宿
泊
業
で
65
％
、
飲

食
業
で
47
％
な
ど
と
深
刻
な
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。
全
事
業
者
が
対
象
の
感
染

症
対
策
費
補
助(

10
万
円)

や
、
９
千
件

が
対
象
の
家
賃
補
助
な
ど
が
た
だ
ち
に

事
業
者
の
皆
さ
ん
に
行
き
渡
る
よ
う
改

善
を
求
め
ま
し
た
。 

 

雇
用
対
策
で
は
、
雇
用
調
整
助
成
金
や

休
業
支
援
金
の
積
極
的
な
活
用
を
要
求
。 

 

る
非
課
税
世
帯
の
割
合
は
56･

３
％

(

国
保
42･

２
％
、
後
期
高
齢
者
医
療

76
％)

を
占
め
て
お
り
、
高
齢
化
や
生

活
苦
の
中
で
支
援
が
必
要
な
被
災
者

に
免
除
措
置
が
継
続
さ
れ
る
よ
う
強

く
求
め
ま
し
た
。 

 

月
に
発
効
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
「
安
全･

安
心
で
、
行
き
届
い
た
教
育
実
現
に
つ

な
が
る
少
人
数
学
級
」
の
実
現
を
求
め

る
請
願
と
意
見
書
も
公
明
党
が
反
対

し
ま
し
た
が
採
択
さ
れ
ま
し
た(

盛
岡

選
挙
区
選
出
県
議
の
賛
否
一
覧
は
裏

面
に
掲
載)

。 

ま
た
、
生
活
困
窮
者
の
た
め
の
生
活
福

祉
資
金
緊
急
小
口
資
金
や
住
居
確
保

給
付 

 

給
付
金
制
度
の
継
続
と
徹
底
を
求
め

ま
し
た
。 

 

10
月
13
日
の
本
会
議
で
２
度
目
と

な
る
「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
を
求
め

る
意
見
書
」
を
採
択
し
ま
し
た(

自
民
党･ 

公
明
党
が
反
対)

。
10
月
24
日
に
、
批 

准
国
が
条
約
の
発
効
に
必
要
な
50
カ
国

に
到
達
し
、
核
兵
器
禁
止
条
約
が
来
年
１ 

 
 

記者会見で核兵器禁止条約を日本政府も批准するよ
う訴えるヒバクシャ国際署名をすすめる岩手の会の
皆さん（１０月２６日） 

戸羽陸前高田市長と懇談する県議団 

 10月１日、新型コロ
ナ対策と復興の課題で
戸羽太陸前高田市長と
懇談しました。 
 新型コロナ対策で陸
前高田市は県内でいち
早く事業者支援に取り
組んできました。戸羽市
長 長は「職員に対し事業者の生の声を聞くよう指示し、ゴールデンウィ

ーク前に『中小企業緊急経済支援金』（正社員10人未満の事業者に20

万円、10人以上には30万円の補助）を決めた」と述べました。その後

も、10％以上の減収の事業者に同額の補助を行う「持続化支援金」や

農林水産業への独自支援を実施。いずれも申請は簡素にし、スピード

感をもって支給されています。戸羽市長は「行政と事業者の距離が近

いことがこの間の取り組みの土台となっている」と話されました。 

 復興の課題では、被災者の医療費免除の継続について「この間、達

増知事や副知事とも懇談し、被災自治体と話し合いをしている」と話

されました。また、大震災から10周年を迎える来年３月11日に、国

営追悼施設を活用した追悼式を検討していると話されました。 

１２月３日:千田美津子県議が一般質問 

（３人目の登壇 午後４時ごろ） 

●１１月２５日／県議会開会 
●１２月１～３日／本会議・一般質問 
●１２月４日／各常任委員会 
●１２月８日／最終本会議 

本会議で一般質問に立つ斉藤県議(１０月８日) 
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  【
9
月
】 

19
日 

安
保
法
制
強
行
か
ら
５
周
年
街
頭

宣
伝 

23
日 

県
医
労
役
員
と
懇
談 

24
日 

第
９
回
野
党
共
闘
調
整
会
議 

25
日 

盛
岡
市
議
団
と
懇
談 

27
日 

城
東
地
区
９
条
の
会 

29
日 

議
運
、
９
月
県
議
会
開
会
、
私
学
協

会
の
県
政
要
望
説
明
会 

30
日 

一
関
市
調
査(

長
澤
茂
県
老
健
協
会

会
長
、
熊
谷
茂
社
会
福
祉
施
設
協

会
会
長
、
宗
像
秀
樹
県
立
千
厩
病

院
長) 

【
10
月
】 

1
日 

陸
前
高
田
市
調
査(

戸
羽
太
市
長
、

部
局
長) 

2
日 

旧
盛
短
利
活
用
期
成
同
盟
会
が
県

総
務
部
長
要
請 

6
～
8
日 

本
会
議(

８
日
に
斉
藤
県
議

が
一
般
質
問) 

9
日 

文
教
委
員
会 

11
日 

盛
岡
駅
前
で
日
本
共
産
党
街
頭
演

説(

倉
林
明
子
副
委
員
長
、
高
橋
ち

づ
子
衆
院
議
員
、
ふ
な
や
ま
由
美

比
例
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
予
定
候
補
、

吉
田
恭
子
衆
院
１
区
予
定
候
補) 

13
日 

議
運
、
本
会
議
、
第
10
回
野
党
共

闘
調
整
会
議 

14
～
23
日 

決
算
特
別
委
員
会 

24
日 

て
し
ろ
も
り
の
丘
完
成
記
念
式
典 

26
日 

復
興
特
別
委
員
会
、
庁
内
保
育
所

見
学 

27
日 

議
運
、
最
終
本
会
議 

28
日 

県
戦
没
者
追
悼
式 

31
日 

湯
沢
団
地
の
つ
ど
い
、
野
党
合
同
街

頭
演
説(

盛
岡
駅
前) 

【
11
月
】 

2
日 

第
11
回
野
党
共
闘
調
整
会
議 

4
日 

復
興
特
別
委
員
会
現
地
調
査(

山
田

町
、
大
槌
町) 

5
日 

森
林
林
業
政
策
研
究
会
現
地
研
修

会(

県
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
、
花
巻

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所) 

7
日 

県
原
水
協
第
３
回
理
事
会 

8
日 

古
賀
茂
明
講
演
会(

岩
手
地
域
総

研)

、
城
東
９
条
の
会 

決算特別委員会で質疑に立つ斉藤県議(１０月２０日） 
 

県
立
遠
野
病
院
に
お
け

る
看
護
師
の
超
過
勤
務
手

当
未
払
問
題
は
、
釜
石
労

働
基
準
監
督
署
へ
の
訴
え

に
基
づ
い
て
指
導
を
受
け

調
査
し
た
結
果
、
看
護
師

88
人
中
87
人
に
超
過
勤

務
手
当
の
未
払
い
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

実
態
は
、
総
額
２
４
２
４

万
円
余
、
一
人
当
た
り
平

均27

万8722

円
で
、
最

高
額
は142

万
円
余 

院
で
は
み
ん
な
超
勤
を
つ

け
て
い
な
い
の
で
、
空
気

を
読
ん
で
つ
け
な
か
っ

た
」「
昨
年
は
書
け
な
い
雰

囲
気
だ
っ
た
」
と
の
声
が

約
４
割
の
看
護
師
か
ら
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

し
か
し
県
医
療
局
は
、

こ
う
し
た
異
常
な
事
態
が

起
こ
り
、
２
４
２
４
万
円

余
の
超
過
勤
務
未
払
の
支

給
に
追
い
込
ま
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、 

 

均
27
万
８
千
円
余
で
、
最
高
額
は
１

４
２
万
円
余
、
年
間
１
０
０
時
間
以
上

の
未
払
い
が
45
人
に
及
び
ま
す
。 

 

総
看
護
師
長
が
赴
任
し
て
か
ら
、
超

過
勤
務
の
申
請
が
月
一
人
当
た
り
９

時
間
か
ら
２
時
間
に
激
減
し
、
昨
年
度

は
事
件
が
発
覚
す
る
直
前
の
12
月
末

ま
で
は
わ
ず
か
０･

４
時
間
と
い
う
異

常
な
状
況
で
し
た
。 

 
県
医
療
局
と
遠
野
病
院
に
よ
る
職

員
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
で
は
「
こ
の
病

院 

か
か
わ
ら
ず
、
責
任
が
明
ら
か
な
総
看

護
師
長
を
「
訓
告
処
分
」
に
と
ど
め
、

誰
も
責
任
を
と
ら
な
い
対
応
を
厳
し

く
批
判
。
未
払
い
と
な
っ
た
関
係
職
員

に
対
し
謝
罪
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

県
立
病
院
等
の
経
営
計
画
で
は
、
計 

を
質
し
ま
し
た
。
ま
た
、
盛
岡
市
内
の

中
学
校
の
陸
上
部
顧
問
に
よ
る
異
常

な
パ
ワ
ハ
ラ
に
よ
り
、
将
来
性
あ
る
生

徒
が
退
部
し
、
大
き
な
精
神
的
打
撃
を

受
け
た
事
件
に
つ
い
て
、
厳
正
な
処
分

を
求
め
る
と
と
も
に
、
顧
問･

教
師
に

よ
る
暴
言･

暴
力
、
パ
ワ
ハ
ラ
の
根
絶

の
徹
底
を
図
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

高
校
再
編
計
画
後
期
計
画
案
で
の

盛
岡
南
高
校
と
不
来
方
高
校
の
統
合

計
画
は
、
事
実
上
盛
岡
南
高
校
の
学
級

減
と
吸
収
合
併
で
は
な
い
か
、
同
窓
生

等
の
要
望
へ
の
対
応
、
地
域
住
民
の
理

解
と
納
得
を
得
る
こ
と
を
前
提
に
慎

重
に
検
討
す
べ
き
と
質
し
ま
し
た
。

10
月
24
日
に
は
「
盛
岡
南
高
校
の
存

続
を
願
う
会･

決
起
集
会
」
が
開
催
さ

れ
、
斉
藤
県
議
も
参
加
し
ま
し
た
。 

文教委員会で質疑に立つ斉藤県議(１０月９日) 

安
倍
政
権
で
の
２
度
に
わ
た
る
消

費
税
増
税
の
負
担
増
は
、
県
民
一
人

当
た
り
７
万
９
千
円
、
一
世
帯
当
た

り
17
万
８
千
円
、
県
民
総
負
担
額
は

年
間
約
９
５
８
億
２
千
万
円
に
及
び

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
消
費
税
の

減
税
こ
そ
必
要
と
提
起
し
ま
し
た
。 

 

県
立
不
来
方
高
校
バ
レ
ー
部
員
の

自
死
事
件
に
つ
い
て
、
第
三
者
委
員
会

の
調
査
報
告
書
を
踏
ま
え
、
自
死
の
要

因
、
県
教
委
と
学
校
の
対
応
の
問
題
点 

画
の
30
人
の
増
員
に
対
し
41
人
の

増
員
と
な
り
ま
し
た
が
、
増
員
計
画
そ

の
も
の
が
少
な
す
ぎ
る
と
い
う
問
題

が
あ
り
ま
す
。
月
８
日
超
の
夜
勤
は
、

昨
年
度
１
１
５
７
人(

前
年
比
４
５
０

人
増)

、
中
央
病
院
で
は
３
４
６
人
で

す
。
一
方
で
普
通
退
職･

中
途
退
職
者

が
85
人
も
出
て
お
り
、
大
幅
な
増
員

と
労
働
条
件
の
改
善
を
求
め
ま
し
た
。 

・１２月９日（水）午後６時 

・１月１３日（水）午後６時 

予約電話番号:６５１-５８８１ 

１０月３１日、盛岡駅前で県内３野党による合同街頭
演説を開催。立憲民主党の木戸口英司･横沢高徳両参院
議員(野党統一)､社民党の小西和子県議､日本共産党か
らは斉藤県議が訴えました。 

案 件 
斉藤 信 
(日本共産党) 

小西和子 
(社民党) 

軽石義則 
(希望いわて) 

吉田敬子 
(新政会) 

髙橋但馬 
(新政会) 

米内紘正 
(自民党) 

高橋康介 
(自民党) 

小林正信 
(公明党) 

千葉絢子 
(県民クラブ) 

上原康樹 
(無所属) 

核兵器禁止条約の批准を求める意見
書⇒採択 

○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 

「少人数学級の早期実現」を求める請
願･意見書⇒採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 

福祉灯油の県内全域での実施を求め
る請願⇒一部採択 

○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 

３月１１日を岩手県民の日にするこ
とについての請願⇒採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

消費税の減税を求める請願⇒不採択 ○ ○ ○ × ○ × × × × ○ 

 

高すぎる国保税は引き下げを 

国民健康保険税は、中小企業の労働者が加入
する協会けんぽと比べて 2 倍も高く、格差を是
正することが国の責任であり、県･市町村におい
てもこの立場で高すぎる国保税の引き下げに取
り組むべきと求めました。また、全国知事会も
提言している子どもの均等割りの減免に取り組
むよう求めました。国保税の値上げを抑えるた
めに一般会計から繰り入れを実施した市町村は
8市町村で 1億 7千万円となっています。 

介護保険 20年―保険あって介護なし 

介護保険制度が 2000 年に開始されてから 20
年が経過しました。現状は介護保険料の県平均
額が 2868円から 5955円と 2.07倍に上昇する一
方、介護サービスは連続的に削減されてきまし
た。「保険あって介護なし」の状況に介護保険制
度が変質していると厳しく指摘し、介護保険制
度の抜本的改革を国に求めるよう求めました。 
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